
用語の解説

　スポーツ・フォー・エブリワン社会の実現を目指すため
には、全国民の運動・スポーツに関する実態の正確な把握
が必要不可欠である。これまでSSFでは「4～9歳のスポー
ツライフに関する調査」と「10代のスポーツライフに関す
る調査」を隔年で実施してきた。2017年調査より対象年
齢を一部変更し、4～11歳の子どもおよび12～21歳の青
少年を母集団とする2つのサンプリング調査を実施した。
これによって得られた単純集計結果は、母集団の運動・ス
ポーツに関する行動や意見などの動向を反映していると考
えられる。
　本報告書では、性、就学状況、学校期、運動・スポーツ
実施頻度、運動・スポーツ実施レベルを考慮した分析を行
い、その動向にも注目した。そこから導き出された分析の
結果は、運動・スポーツに関する子ども・青少年の動向や
今後の振興策の方向性を示唆する判断材料になると思わ
れる。
　なお、本文中の年次推移の図表について、過去の調査

年の値は、子ども（4～11歳）の調査結果の場合、SSF「4
～9歳のスポーツライフに関する調査」のデータにSSF
「10代のスポーツライフに関する調査」の10歳・11歳のデー
タを追加し、便宜的に再集計している。またSSF「10代の
スポーツライフに関する調査」では、20歳・21歳のデータ
を扱っていないため、本文中の青少年（12～21歳）の年次
推移において、2015年までの過去の値は12～19歳を分
析対象としている。
　統計学的見地から、単純集計の結果はある程度のサン
プリング誤差を有しつつ母集団の状況（ここでは4～11歳
の子どもおよび12～21歳の青少年）を正確に反映する。
巻末のクロス集計結果については、そのような比較分析を
想定してサンプリングされていないため、クロス集計の各マ
ス目（セル）ごとの結果は、そのマス目ごとの母集団に関
する状況を必ずしも正確に反映しているとはいいがたい。
本報告書のクロス集計の結果に基づいて、何らかの推計を
行う際には、このことを十分注意されたい。

子ども
　広辞苑によると、子どもとは「幼いもの。わらわ。わらべ。
小児。」である。児童福祉法によると、幼児が「満1歳から、
小学校就学の始期に達するまでのもの」であり、少年が「小
学校就学の始期から、満18歳に達するまでの者」である。
本調査では、幼児・少年のうち、おもに幼稚園・保育園の
年中（4歳児クラス）である4歳から小学6年生である11
歳に限定して調査を実施した。

青少年
　広辞苑によると、青少年とは「青年と少年。こどもとお
となとの中間の若い人たち。」であり、内閣府の子ども・若
者白書では「0歳～29歳」としている。本調査では、青少
年のうち12～21歳に限定して調査を実施した。

就学期
　「4～11歳のスポーツライフに関する調査」では、回答に
基づいて未就学（4～5歳）、小学1・2年（6～7歳）、小学
3・4年（8～9歳）、小学5・6年（10～11歳）の4分類に
ついて報告している。

学校期
　「12～21歳のスポーツライフに関する調査」では、回答
に基づいて中学校期、高校期、大学期、勤労者（15～21歳）
の4分類について報告している。なお、「短大・高専」「専
門学校」は大学期に含めた。進学予備校、進学準備中、そ
の他の学校と回答した者は「その他の学校・進学準備中」
とし、働いていない（できれば働きたい/働きたいと思わな
い）者は「無職」に分類したが、「その他の学校・進学準備中」

に該当する者は20人、「無職」17人と少ないため、この2
分類に関しては巻末の統計表のみで結果を報告するに留め
ている。

運動・スポーツの範囲
　幼稚園・保育園が終わった後の活動や自由あそび、学校
の部活動・サークルや休み時間の活動は含めるが、幼稚園
や保育園・学校の授業や行事の運動会・マラソン大会など
は含めない。

実施頻度
　ある一定期間に、運動やスポーツを行った回数。本調査
では、表Ⅰに示すとおり「運動・スポーツ実施頻度」を回数
に応じて9つに分類した。

実施時間
　1回の運動・スポーツを継続して行った時間の長さ。

運動強度
　運動のきつさ（負担の度合い）を表現する指標。先行研
究により、主観的な運動強度を表す言語表示と生理学的
指標である心拍数や酸素摂取量との対応関係が確認され
ている。表Ⅱに示したBorg（1973）の主観的運動強度
（RPE：Rating of Perceived Exertion）は、そのスケー
ルが6から20に設定されており、あてはまる数字を10倍
すると１分間あたりの心拍数に対応する。そして、RPEの
英語表現に対応する日本語は「非常に楽である」から「非
常にきつい」が適していると報告された（小野寺・宮下，
1976）。Borg（1982）は心拍数や酸素摂取量との関係か
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【表Ⅰ】 運動・スポーツ実施頻度分類

1
2
3
4
5
6
7
8
9

非実施 （0回／年）
週1回未満 （1～51回／年）
週1回以上2回未満 （52～103回／年）
週2回以上3回未満 （104～155回／年）
週3回以上4回未満 （156～207回／年）
週4回以上5回未満 （208～259回／年）
週5回以上6回未満 （260～311回／年）
週6回以上7回未満 （312～363回／年）
週7回以上 （364回以上／年）

基　　　準分 類

【表Ⅱ】 RPEスケールの日本語表示表

（小野寺・宮下, 1976）

日  本  語英　　語
Very, very hard
Very hard
Hard

Somewhat hard
Fairly light
Very light

Very, very light

非常にきつい
かなりきつい
きつい
ややきつい
楽である

かなり楽である
非常に楽である
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北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州
２１大都市（計）
　東京都区部
　２０大都市
その他の市（計）
　人口１０万人以上の市
　人口１０万人未満の市
町村
男子
女子
小学校
保育園
幼稚園
認定こども園
その他
在学・在園していない
男子（計）
　小学校
　保育園
　幼稚園
　認定こども園
　その他
　在学・在園していない
女子（計）
　小学校
　保育園
　幼稚園
　認定こども園
　その他
　在学・在園していない
未就学児（計）
　年中（４歳児クラス）
　年長（５歳児クラス）
小学生（計）
　１年生
　２年生
　３年生
　４年生
　５年生
　６年生
その他
在学・在園していない

性   

・   

学
　校

地
　
　域

性 

別

都 

市 

規 

模

学
　校

学
　年

地域 〔全数〕
（n）

 1,538 4.7 8.3 28.0 20.8 13.5 6.0 3.3 15.5
 73 100.0 － － － － － － －
 127 － 100.0 － － － － － －
 430 － － 100.0 － － － － －
 320 － － － 100.0 － － － －
 207 － － － － 100.0 － － －
 92 － － － － － 100.0 － －
 51 － － － － － － 100.0 －
 238 － － － － － － － 100.0
 372 7.8 3.5 42.7 14.5 14.0 5.6 － 11.8
 83 － － 100.0 － － － － －
 289 10.0 4.5 26.3 18.7 18.0 7.3 － 15.2
 1,009 3.2 9.0 24.6 23.3 13.9 6.3 4.3 15.5
 638 3.1 7.5 28.7 22.3 14.6 6.7 4.5 12.5
 371 3.2 11.6 17.5 25.1 12.7 5.7 3.8 20.5
 157 7.6 14.6 14.6 19.7 9.6 4.5 5.1 24.2
 792 3.8 8.1 28.7 20.2 13.6 5.7 3.0 16.9
 746 5.8 8.4 27.2 21.4 13.3 6.3 3.6 13.9
 1,197 4.5 8.4 27.7 20.8 13.4 6.0 3.6 15.7
 147 3.4 9.5 21.8 26.5 13.6 5.4 2.0 17.7
 155 7.7 7.1 34.2 16.1 14.2 7.1 1.9 11.6
 32 3.1 6.3 34.4 15.6 15.6 3.1 6.3 15.6
 6 16.7 － 50.0 33.3 － － － －
 1 － － － － － － － 100.0
 792 3.8 8.1 28.7 20.2 13.6 5.7 3.0 16.9
 617 3.4 8.6 28.2 21.2 13.3 5.3 3.1 16.9
 84 4.8 10.7 19.0 21.4 13.1 8.3 3.6 19.0
 73 4.1 2.7 38.4 13.7 16.4 6.8 1.4 16.4
 13 7.7 － 46.2 7.7 23.1 － 7.7 7.7
 4 25.0 － 75.0 － － － － －
 1 － － － － － － － 100.0
 746 5.8 8.4 27.2 21.4 13.3 6.3 3.6 13.9
 580 5.7 8.1 27.1 20.3 13.4 6.7 4.1 14.5
 63 1.6 7.9 25.4 33.3 14.3 1.6 － 15.9
 82 11.0 11.0 30.5 18.3 12.2 7.3 2.4 7.3
 19 － 10.5 26.3 21.1 10.5 5.3 5.3 21.1
 2 － － － 100.0 － － － －
 － － － － － － － － －
 334 5.4 8.1 28.7 20.7 14.1 6.0 2.4 14.7
 160 4.4 9.4 28.8 20.6 14.4 8.8 2.5 11.3
 174 6.3 6.9 28.7 20.7 13.8 3.4 2.3 17.8
 1,197 4.5 8.4 27.7 20.8 13.4 6.0 3.6 15.7
 159 5.7 13.8 28.3 17.6 13.8 3.8 1.3 15.7
 169 4.1 8.3 25.4 21.3 13.6 4.1 4.1 18.9
 199 5.0 10.1 26.6 25.1 11.6 3.5 3.5 14.6
 207 1.4 10.1 27.5 17.4 12.1 10.1 4.8 16.4
 208 7.7 5.3 27.4 20.7 15.4 7.7 2.4 13.5
 255 3.5 4.7 29.8 22.0 13.7 5.9 4.7 15.7
 6 16.7 － 50.0 33.3 － － － －
 1 － － － － － － － 100.0

東北 中部 九州中国全　体 北海道 関東 近畿 四国

（％）

全 体
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ら、新たなスケールも検討している（表Ⅲ）。
　本調査では、表Ⅳに示した運動強度の尺度（宮下，1980）
を用いた。心拍数に対応する主観的な運動強度を簡易に
評価できる。過去1年間に行った運動・スポーツについて、
種目別（実施回数の多い順に最大5種目まで）にその運動
のきつさを「かなり楽」から「かなりきつい」までの5段階
で回答を得た。

運動・スポーツ実施頻度群
　「4～11歳のスポーツライフに関する調査」では、次のよ
うな運動・スポーツ実施頻度を設定した（表Ⅴ）。
　過去1年間に行った運動・スポーツ、運動あそび種目（実
施回数の多いものから順に最大5種目まで）の実施頻度の
合計を算出し、その値が0（ゼロ）となる者は「非実施群」、
年1回以上週3回未満（1～155回／年）を「低頻度群」、

週3回以上週7回未満（156～363回／年）を「中頻度群」、
週7回以上（364回以上／年）を「高頻度群」と設定して
いる。

運動・スポーツ実施レベル
　「12～21歳のスポーツライフに関する調査」では、次のよ
うな運動・スポーツ実施レベルを設定した（表Ⅵ）。
　過去1年間に行った運動・スポーツ、運動あそび種目（実
施回数の多い順に最大5種目まで）の実施頻度の合計を
算出し、その値が0（ゼロ）となる者は「レベル0」、次いで
年1回以上週1回未満（1～51回／年）を「レベル1」、週1
回以上5回未満（52～259回／年）を「レベル2」、週5回
以上（260回以上／年）を「レベル3」と設定している。
　「レベル4」は、「レベル3」以上となった者を対象とし、
回答した種目ごとに実施時間「1回120分以上」かつ運動

強度「ややきつい」「きつい」「かなりきつい」の条件を加え、
該当する種目の実施頻度の合計が週5回（260回／年）を
超えた者とした。

直接スポーツ観戦
　スタジアムや体育館等の試合会場へ出向き、直接スポー
ツの試合をみることを意味する。

スポーツボランティア
　本調査でのスポーツボランティアとは、報酬を目的とせ
ず自分の労力、技術、時間を提供して地域社会や個人・団
体のスポーツ推進のために行う活動を意味する。ただし、
活動にかかる交通費等、実費程度の金額の支払いは報酬
に含めない。

推計人口
　本調査で得られた実施率等（小数点第二位を四捨五入し

た値）に、2018年1月1日現在の住民基本台帳をもとに
2015年国勢調査の各歳人口の比率を用いて推計した人口
を乗じて算出した。「4～11歳のスポーツライフに関する調
査」では、表Ⅶに示した4～11歳の推計人口8,457,410人
を用いた。「12～21歳のスポーツライフに関する調査」で
は、12～21歳の推計人口11,666,238人を用いた。

割合の合計
　本文中および図表中で使用されているパーセント表示
は、四捨五入の関係により合計が合わない、または100に
ならない場合がある。

同率順位
　本文中および図表中で使用されているパーセント表示
は、小数点第二位を四捨五入した後の数値を記載してい
る。四捨五入後の数値が同じである場合は同率順位とし
て扱っている。

【表Ⅴ】 運動・スポーツ実施頻度群

実施頻度群

非実施群

低頻度群

中頻度群

高頻度群

基　　　準

非実施（0回／年）

年1回以上週3回未満（1～155回／年）

週3回以上週7回未満（156～363回／年）

週7回以上（364回以上／年）

（Borg,1982）

英　　語 日 本 語 英　　語 日 本 語

Very, very light

Very light

Fairly light

Somewhat hard

Hard

Very hard

Very, very hard

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

非常に楽である

かなり楽である

楽である

ややきつい

きつい

かなりきつい

非常にきつい

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

Nothing at all
Very, very weak
Very weak
Weak
Moderate
Somewhat strong
Strong

Very strong

Very, very strong 
Maximal

0
0.5
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

まったく楽である
非常に楽である
かなり楽である
楽である
ふつう
ややきつい
きつい

かなりきつい

非常にきつい
これ以上ムリ

0
0.5
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

R P E 新しいスケール

【表Ⅲ】 労作の強さを示すスケール

かなり楽
楽
ややきつい
きつい
かなりきつい

（宮下, 1980）

80未満
80～100未満
100～120未満
120～140未満
140～160未満
160～180未満
180以上

0
1
2
3
4
5

効果なし

至適強度

赤信号

心 拍 数主 観 的 強 度

【表Ⅳ】 運動強度の尺度

レベル

レベル0

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

基　　　準

非実施（0回／年間）

年1回以上週1回未満（1～51回／年）

週1回以上週5回未満（52～259回／年）

週5回以上（260回以上／年）

週5回以上、1回120分以上、運動強度「ややきつい」以上

【表Ⅵ】 運動・スポーツ実施レベル

12歳
13歳
14歳
15歳
16歳
17歳
18歳
19歳
20歳
21歳
合計

女 子男 子 合 計

533,286
548,838
556,186
574,006
575,093
583,164
576,352
564,934
590,014
585,694
5,687,567

561,263
577,460
585,871
607,028
605,880
614,925
603,066
591,155
618,667
613,356
5,978,671

1,094,549
1,126,298
1,142,057
1,181,034
1,180,973
1,198,089
1,179,418
1,156,089
1,208,681
1,199,050
11,666,238

4歳
5歳
6歳
7歳
8歳
9歳
10歳
11歳
合計

女 子男 子 合 計

500,394
510,293
515,698
525,563
520,808
517,491
506,906
525,377
4,122,530

528,291
537,757
542,603
552,586
548,150
543,035
532,149
550,309
4,334,880

1,028,685
1,048,050
1,058,301
1,078,149
1,068,958
1,060,526
1,039,055
1,075,686
8,457,410

【表Ⅶ】 住民基本台帳に基づく推計人口（年齢別：4～11歳・12～21歳）

注：2018年1月1日現在の住民基本台帳人口をもとに推計。推計にあたっては2015年国勢調査の各歳人口の比率を用いた。2015年国勢調査で
は原発事故の被災地域で調査が実施されず、国勢調査上の人口がゼロとなった。そのため、以下の7町村の人口が推計値から欠損している。福
島県双葉郡楢葉町、福島県双葉郡富岡町、福島県双葉郡大熊町、福島県双葉郡双葉町、福島県双葉郡浪江町、福島県双葉郡葛尾村、福島県相
馬郡飯舘村。また国勢調査の結果、秘匿処理（人口が少ないため個人を特定できてしまうため結果を非公表とすること）の生じた大島支庁利島村、
八丈支庁青ヶ島村、島尻郡渡名喜村の一部も推計値から欠損している。
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ら、新たなスケールも検討している（表Ⅲ）。
　本調査では、表Ⅳに示した運動強度の尺度（宮下，1980）
を用いた。心拍数に対応する主観的な運動強度を簡易に
評価できる。過去1年間に行った運動・スポーツについて、
種目別（実施回数の多い順に最大5種目まで）にその運動
のきつさを「かなり楽」から「かなりきつい」までの5段階
で回答を得た。

運動・スポーツ実施頻度群
　「4～11歳のスポーツライフに関する調査」では、次のよ
うな運動・スポーツ実施頻度を設定した（表Ⅴ）。
　過去1年間に行った運動・スポーツ、運動あそび種目（実
施回数の多いものから順に最大5種目まで）の実施頻度の
合計を算出し、その値が0（ゼロ）となる者は「非実施群」、
年1回以上週3回未満（1～155回／年）を「低頻度群」、

週3回以上週7回未満（156～363回／年）を「中頻度群」、
週7回以上（364回以上／年）を「高頻度群」と設定して
いる。

運動・スポーツ実施レベル
　「12～21歳のスポーツライフに関する調査」では、次のよ
うな運動・スポーツ実施レベルを設定した（表Ⅵ）。
　過去1年間に行った運動・スポーツ、運動あそび種目（実
施回数の多い順に最大5種目まで）の実施頻度の合計を
算出し、その値が0（ゼロ）となる者は「レベル0」、次いで
年1回以上週1回未満（1～51回／年）を「レベル1」、週1
回以上5回未満（52～259回／年）を「レベル2」、週5回
以上（260回以上／年）を「レベル3」と設定している。
　「レベル4」は、「レベル3」以上となった者を対象とし、
回答した種目ごとに実施時間「1回120分以上」かつ運動

強度「ややきつい」「きつい」「かなりきつい」の条件を加え、
該当する種目の実施頻度の合計が週5回（260回／年）を
超えた者とした。

直接スポーツ観戦
　スタジアムや体育館等の試合会場へ出向き、直接スポー
ツの試合をみることを意味する。

スポーツボランティア
　本調査でのスポーツボランティアとは、報酬を目的とせ
ず自分の労力、技術、時間を提供して地域社会や個人・団
体のスポーツ推進のために行う活動を意味する。ただし、
活動にかかる交通費等、実費程度の金額の支払いは報酬
に含めない。

推計人口
　本調査で得られた実施率等（小数点第二位を四捨五入し

た値）に、2018年1月1日現在の住民基本台帳をもとに
2015年国勢調査の各歳人口の比率を用いて推計した人口
を乗じて算出した。「4～11歳のスポーツライフに関する調
査」では、表Ⅶに示した4～11歳の推計人口8,457,410人
を用いた。「12～21歳のスポーツライフに関する調査」で
は、12～21歳の推計人口11,666,238人を用いた。

割合の合計
　本文中および図表中で使用されているパーセント表示
は、四捨五入の関係により合計が合わない、または100に
ならない場合がある。

同率順位
　本文中および図表中で使用されているパーセント表示
は、小数点第二位を四捨五入した後の数値を記載してい
る。四捨五入後の数値が同じである場合は同率順位とし
て扱っている。

【表Ⅴ】 運動・スポーツ実施頻度群

実施頻度群

非実施群

低頻度群

中頻度群

高頻度群

基　　　準

非実施（0回／年）

年1回以上週3回未満（1～155回／年）

週3回以上週7回未満（156～363回／年）

週7回以上（364回以上／年）

（Borg,1982）

英　　語 日 本 語 英　　語 日 本 語

Very, very light

Very light

Fairly light

Somewhat hard

Hard

Very hard

Very, very hard

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

非常に楽である

かなり楽である

楽である

ややきつい

きつい

かなりきつい

非常にきつい

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

Nothing at all
Very, very weak
Very weak
Weak
Moderate
Somewhat strong
Strong

Very strong

Very, very strong 
Maximal

0
0.5
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

まったく楽である
非常に楽である
かなり楽である
楽である
ふつう
ややきつい
きつい

かなりきつい

非常にきつい
これ以上ムリ

0
0.5
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

R P E 新しいスケール

【表Ⅲ】 労作の強さを示すスケール

かなり楽
楽
ややきつい
きつい
かなりきつい

（宮下, 1980）

80未満
80～100未満
100～120未満
120～140未満
140～160未満
160～180未満
180以上

0
1
2
3
4
5

効果なし

至適強度

赤信号

心 拍 数主 観 的 強 度

【表Ⅳ】 運動強度の尺度

レベル

レベル0

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

基　　　準

非実施（0回／年間）

年1回以上週1回未満（1～51回／年）

週1回以上週5回未満（52～259回／年）

週5回以上（260回以上／年）

週5回以上、1回120分以上、運動強度「ややきつい」以上

【表Ⅵ】 運動・スポーツ実施レベル

12歳
13歳
14歳
15歳
16歳
17歳
18歳
19歳
20歳
21歳
合計

女 子男 子 合 計

533,286
548,838
556,186
574,006
575,093
583,164
576,352
564,934
590,014
585,694
5,687,567

561,263
577,460
585,871
607,028
605,880
614,925
603,066
591,155
618,667
613,356
5,978,671

1,094,549
1,126,298
1,142,057
1,181,034
1,180,973
1,198,089
1,179,418
1,156,089
1,208,681
1,199,050
11,666,238

4歳
5歳
6歳
7歳
8歳
9歳
10歳
11歳
合計

女 子男 子 合 計

500,394
510,293
515,698
525,563
520,808
517,491
506,906
525,377
4,122,530

528,291
537,757
542,603
552,586
548,150
543,035
532,149
550,309
4,334,880

1,028,685
1,048,050
1,058,301
1,078,149
1,068,958
1,060,526
1,039,055
1,075,686
8,457,410

【表Ⅶ】 住民基本台帳に基づく推計人口（年齢別：4～11歳・12～21歳）

注：2018年1月1日現在の住民基本台帳人口をもとに推計。推計にあたっては2015年国勢調査の各歳人口の比率を用いた。2015年国勢調査で
は原発事故の被災地域で調査が実施されず、国勢調査上の人口がゼロとなった。そのため、以下の7町村の人口が推計値から欠損している。福
島県双葉郡楢葉町、福島県双葉郡富岡町、福島県双葉郡大熊町、福島県双葉郡双葉町、福島県双葉郡浪江町、福島県双葉郡葛尾村、福島県相
馬郡飯舘村。また国勢調査の結果、秘匿処理（人口が少ないため個人を特定できてしまうため結果を非公表とすること）の生じた大島支庁利島村、
八丈支庁青ヶ島村、島尻郡渡名喜村の一部も推計値から欠損している。
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